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熊本城堂々の完成 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊
本
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
愛
唱
歌 

（
元
歌
「
火
の
国
旅
情
」
・
作
詞 

む
つ
ご
ろ
う
） 

 

一 

ネ
ッ
ト
で
結
ぶ 

信
頼
を 

 
 

 

画
面
で
一
人 

君
想
う 

 
 

 

オ
フ
会
に
集
う 

熊
本
城 

 
 

 

桜
美
し
や 

 
 

 

支
え
あ
う 

支
え
あ
う 

シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト 

 

 

二 

定
年
シ
ニ
ア
の 

生
き
が
い
を 

 
 

 
求
め
る
仲
間
が 

支
え
合
う 

 
 

 

胸
に
波
打
つ 

感
動
の 

 
 

 

ネ
ッ
ト
仲
間
の 

 
 

 

溢
れ
く
る 

溢
れ
く
る 

や
さ
し
さ
よ 

 

三 

サ
ロ
ン
で
出
会
い
し 

喜
び
よ 

 
 

 

君
が
生
徒
か 

先
生
か 

 
 

 

み
ん
な
気
取
ら
ぬ 

学
び
合
い 

 
 

 

今
日
も
新
た
に 

教
え
合
う 

教
え
合
う 

シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト 



- 1 - 

 

目    次  

 

あいさつ ·························································· ２ 

第 23回 熊本シニアネット定時総会プログラム ······················· ３ 

本部・支部・クラブの活動紹介グラビア ······························ ４ 

熊本シニアネット会則 ············································ １１ 

熊本シニアネットの組織図 ········································ １５ 

熊本県内に点在する熊本シニアネット ······························ １６ 

2020年度 熊本シニアネットの総括 ································ １７ 

2021年度 熊本シニアネットの展望 ································ ２１ 

  

2020年度の主な活動報告と 2021年度の活動計画 

本部活動報告：  教育普及部 ···································· ２２ 

交流企画部 ···································· ２３ 

保健福祉部 ···································· ２４ 

ホームページ部 ································ ２６ 

機器管理部 ···································· ２７ 

サーバー管理部 ································ ２８ 

支部活動報告：  天草支部 ······································ ３２ 

黒髪支部 ······································ ３３ 

龍田支部 ······································ ３４ 

俵山支部 ······································ ３５ 

水俣支部 ······································ ３６ 

嘉島支部 ······································ ３７ 

平成支部 ······································ ３８ 

西部支部 ······································ ３９ 

益城支部（活動休止中） 

玉名支部 ······································ ４０ 

八代支部 ······································ ４１ 

学園大支部 ···································· ４２ 

阿蘇南郷支部 ·································· ４３ 

花立支部 ······································ ４４ 

菊陽支部 ······································ ４５ 

６クラブ活動報告： 囲碁クラブ・パークゴルフクラブ ················ ４７ 

デジカメクラブ・釣りクラブ ···················· ４８ 

ゴルフクラブ・ハイキングクラブ ················ ４９ 

立田山散策クラブ・サークル同好会 ·············· ５０ 

県南豪雨支援関連 ················································ ５１ 

ＫＳＮと私（６名） ·············································· ５５ 

名刺広告（80件） ················································ ５９ 

一般広告（16件） ················································ ６７ 

 

２０２０年度予算決算及び監査報告と２０２１年度予算（案） ········ 別紙 

 



- 2 - 

 

あいさつ  
                     熊本シニアネット代表 徳留和憲 

 

２０２０年５月１１日に前任の長谷川博様より代表を引き継ぎました会員番号１１０１

番の徳留です。その時もコロナ禍で集まることすらできなく、定時総会もメールにて文書

添付での評議員の方々に評決を頂く形で済ませました。その後、５月２４日の熊日新聞で

「高齢者ズームで宴会」として大きく掲載して頂いたことが縁で、ＮＨＫ総合のパイロッ

ト番組で“高齢者のＩＴ普及”をテーマに「元湯あいであ館」に３０分間の全国放送の一

部にＫＳＮのズーム活用の飲み会を取り上げてもらいました。おかげさまでその番組の視

聴者の入会者も数名おられました。 

 

「今年もコロナ禍は収束が見えない中、感染が全国的に広まり都市圏では第４波で過去

最多が毎日のように更新している状態になっているようです。最近の熊本の状況では、4月

17 日の時点で２１人上の新規感染者が発表され、これまでに熊本県内で感染が確認された

人は延べ３６２１人となりました。変異株の割合率も高まりこれからまだまだ気を緩めら

れない状況が続くようです。ワクチン接種も急がれているようですが、東京オリンピック、

パラリンピックもどんな大会になることやら。それにしても近年災いが絶えないものです。 

 

昨年 7月の県南豪雨も大きな災害をもたらしました。地震災害との違いもありますが、 

九州では 7 月 4 日から 7 日は記録的な大雨となり熊本県、鹿児島県、福岡県、佐賀県、長

崎県、に大雨特別警報を発表し、最大級の警戒をよびかけた。特に九州南部、時間降水量

が観測史上 1 位の値を超えたそうです。 この大雨により、球磨川での氾濫が相次いだほ

か、土砂災害、低地の浸水等により、人的被害や物的被害が多く発生した。 

ＫＳＮでは保健福祉部を中心に会員からの物資の供給とカンパのお願いを呼び掛けて多大

なる金品を頂戴いたしましたので芦北や八代の会員様へお届けいたしました。ありがとう

ございました。 

 

今年で５年目を迎える３月２０日に熊本地震の遅かりし「余震」として震度３もあった。 

あの日、史上初の２度の震度７を記録した熊本地震は４月１４日、「前震」から５年となる。

最大時に４万７８００人いた仮設住宅などの入居者は４００人余りと１％未満となったそ

うです。近年の災害としては、熊本地震、コロナ菌まん延、県南水害で疲弊しそうになる。 

日本と世界は果たしてコロナ禍という悪夢にピリオドを何時打てるだろうかと気にかかる。 

 

ＫＳＮ会員数状況も減少化しています。会を支える正会員を増やして頑張りましょう。 
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第２３回 熊本シニアネッﾄ定時総会プログラム 

開催日時：令和２年５月１２日（水曜日）１４：００開会  受付：13：00～13：50 

会  場：熊本市中央公民館の７Ｆホール 

熊本市若葉町 5番 1号   TEL 096-353-0151 

・７階ホール最大 50名 ・テレワーク（ＺＯＯＭ）による参加（最大 100 名） 

 

 

 

今回は新型コロナウィルス拡散防止のため総会のみ開催となります。 

 

第一部 定時総会 14：00～15：00  司 会（      ） 

 （１）開会の辞 ····················· 14：00 

 （２）代表挨拶 

 （３）議長選出 

（４）総会成立宣言 

（５）総会書記指名 

議 題 

1. ２０２０年度活動報告 

2. ２０２０年度収支報告 

3. ２０２０年度会計監査報告 

4. 会則の変更等について 

5. ２０２１年度活動方針（案） 

6. ２０２１年度予算（案） 

7. 役員改選 

8. 新役員及び支部長紹介 

9. 閉 会 ······················· 15：00 
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（コロナ禍以前の風景） 

 

 

 

個別の課題を解決する 

お助け塾 

本部講習（ワード編） 

本 部 活 動 紹 介（１） 
【活動の①学ぶ】 担当：教育普及部 

本部主催のパソコン教室。今年度はオンライン（ＺＯＯＭ）による講習と

なりました。会員相互のスキルアップに貢献です。 

 

本部講習（エクセル編）

景 
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【活動の③健康】 担当：保健福祉部 

「健康で楽しいシニア年代」を過ごすお助けをしています。           

 

 

 

本 部 活 動 紹 介（２） 

新入会員歓迎会 

【活動の②遊ぶ】 担当：交流企画部 

 定期総会、懇親会、新人会員歓迎会、大観桜会等、年間さまざまな交流

会を企画しています。（今年度はコロナ禍により新人歓迎交流会のみオン

ラインにより開催しました。54名参加） 

 

 

オンラインによる健康談義 

県南豪雨支援活動 
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阿蘇南郷支部 

支 部 活 動 紹 介（１） 
地域に支部が点在します。皆さんの参加をお待ちしています。 

花立支部 

水俣支部 

黒髪支部 
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歩いていける場所で、地域の人達と共に、いろいろ活動しています。 

俵山支部 

平成支部 玉名支部 

八代支部（前年度の風景） 

龍田支部 

支 部 活 動 紹 介（２） 
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各支部の活動は活発で、会員の喜びの場となっています。 

西部支部 

平成支部 

菊陽支部 

西部支部（前年度の風景） 

学園大支部（前年度の風景） 

嘉島支部 

天草支部 

支 部 活 動 紹 介（３） 
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趣味で楽しもう！と 各クラブが次々に生まれています。 

生甲斐創りに一役も二役も・・・ 

 

覗いてみませんか？ 

 

 

きっと気の合う仲間、趣味に出会えます。 

 

 

パークゴルフクラブ 

ゴルフクラブ 

デジカメクラブ 

ク ラ ブ 活 動 紹 介（１） 
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龍田山散策フクラブ 

釣りクラブ 

囲碁クラブ 

ハイキングクラブ 

ク ラ ブ 活 動 紹 介（２） 
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熊本シニアネット会則 
 

（名称及び所在地） 

第１．この会は、熊本シニアネット（Kumamoto Senior Net 略称 ＫＳＮ）と称し、所在地

を上益城郡嘉島町上島２１９８-１ クイーンズマンション１０３に置く。 

（目的） 

第２．この会は次の目的で創立した。 

1. 高齢者の孤立をなくし、生き甲斐の創造を図るため、新たな文化的、人的交流の場を

提供する。 

2. 会員相互の研修により、情報技術に関する知識の向上を図る。 

3. 地域の高齢者支援の行政機関等との協働を通して、会員の安全安心を確保する。 

4. 世代間の交流による相互理解に努める。 

（活動） 

第３．この会は次の活動を行う。 

1. ホームページとメーリングリストを通して、会員相互の情報交換、安心して暮らす 

ネットワークを構築する。 

2. パソコン講習会等実施し、また会員相互のパソコンに関する質問に対応する。 

3. 会員がそれぞれの興味に応じて、コミュニケーションを図るクラブ活動を実施する。 

4. 高齢者が安全、安心な生活を確保するための各種の施策を研究して推進する。 

5. その他会の目的を達成するための活動を行う。 

（会員） 

第４ この会は会の目的に賛同し、事務局に申し出たものによって構成する。 

    １．会員の種類と会費 

   1) 正会員は入会時に年会費を支払う。 

   2) 特別会員は年会費を免除する。特別会員はその都度、評議員会にて決定する。 

     3) メール会員は会費を無料とするが、活動範囲は原則としてメール活動に限定する。 

 ２．会員証の発行 

   正会員にのみ会員証を発行する。 

３．年会費およびパソコン教室等の参加費は、別途定める。 

（役員および執行委員） 

第５ この会に次の役員および執行委員を置く。 

1. 代表 １名、 副代表 ２名、会計監査 ２名、 相談役 若干名 

2. 代表、副代表、会計監査及び相談役は、会員の中から会員の総意により選出する。 

3. 執行委員は、事務局長、事務局次長、会計、庶務、会員管理の各担当および各部長と

副部長で構成する。 

1. 役員及び執行委員の任期は１年とし、再任を妨げない。 

2. 年度途中で選出された役員及び執行委員の任期は、その年度末までとする。 
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（総会） 

第6 この会は、年 1回通常総会、必要なときに臨時総会を開催する。 

1. 総会は正会員をもって構成する。 

2. 総会は会員の過半数が出席したとき成立する。 

なお、委任状をもって出席とみなす。 

3.総会の議事は、委任状を除く出席者の過半数で決定する。 

（執行委員会） 

第７ この会に執行委員を置き、会活動の執行を図る。 

執行委員会の規約は別表に定める。 

（評議員会） 

第 8 この会に評議員会をおき、活動の円滑化を図る。 

評議員会の規約並びに構成は別に定める。 

（財政） 

第 9 この会の財政は会費、活動収益および協賛者と会員のカンパにより賄う。 

（年度） 

第 10  この会の設立年月日は平成 11年 7月 1日とし、事業年度は、４月１日から 

翌年 3月 31日までとする。 

(付則）この会則は平成１１年１１月６日から施行する。 

平成１３年７月２９日改正 

平成１４年７月２８日改正 

平成１５年７月２７日改正 

平成１６年５月３０日改正 

平成１７年５月１９日改正 

平成１８年５月２４日改正 

平成２０年５月２６日改正 

     平成２１年５月１３日改正 

平成２２年５月１０日改正 

平成２３年５月１７日改正 

平成２５年５月 ９日改正 

     この改正は令和２年５月１１日に遡及して施行する。 
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熊本シニアネット評議員会規約 

（構成） 

第１ この会は次の正会員によって構成する。 

1. 代表、副代表、会計監査及び相談役 

2. 事務局長、事務局次長、会計、庶務、会員管理、の各担当 

3. 各部長及び副部長 

4. 各支部長及び副支部長 

5. 各クラブ長及び副クラブ長 

 

（会議） 

第２ 隔月に１回、及び必要に応じて代表が招集する。 

（評議事項） 

第 3 この会は次の事項を評議する。 

1. 総会に付議すべき事項 

2. 各部、各支部、各クラブの活動に関する事項 

3. その他必要な事項 

（報告） 

第４ この会の評議事項は、その内容を速やかに会員に知らせる。 

（付則）この規約は平成１７年５月１９日から施行する。 

        平成１８年５月２４日 改正 

      平成２０年５月２６日 改正 

      平成２５年５月 ９日 改正 

 

熊本シニアネット執行委員会規約 

（構成） 

第１ この会は次の正会員によって構成する。 

1. 代表、副代表及び相談役 

2. 事務局長、事務局次長、会計、庶務、会員管理、の各部担当 

3. 各部長及び副部長 

（会議） 

第２ 月１回の定例会議および必要に応じて臨時会議を開催する。 

（協議事項） 

第３ この会は次の事項を協議する。 

1. 総会及び評議員会が議決した事項の執行に関すること 



- 14 - 

 

 

2. 企画立案及び業務の執行に関すること 

3. その他必要なこと 

 （付則）この規約は平成１７年５月１９日から施行する。 

         平成１８年５月２４日 改正 

        平成２５年５月 ９日 改正 

 

 

 

 

 

会計細則 

1. 会費は毎年度３，０００円とする。但し、同居の家族会員は１，０００円とする。 

2. 新規入会者の入会年度の年会費 

年度内残月数（入会月を含む）に年会費の１２分の１を乗じた額とする。 

3.  教育普及部で実施する講習会の受講料は、正会員１回５００円とする。 

4.  実施する講習会の講師料は１講義（３時間以内）メイン講師２，５００円、 

サブ講師１，０００円とする。 

5.  機器のメンテナンス料は１日２，5００円とするがサブの場合１，０００円とする。 

6.  外部受託の事業は独立採算とし、剰余金が発生した場合は本部会計に納めるものとする。 

7. その他特別の経費については、評議員会に諮るものとする。 

8.  この細則の改正は評議員会にて決定する。 

（附則）この細則は平成１７年５月１９日から施行する。 

平成２３年５月１７日改正 

 

支部細則 

1. 支部の創立及び廃止は、評議員会の承認を得る。 

2. 支部の運営は自主運営、自主管理とする。 

3. 支部独自の年会費徴収は認められない。 

4. 支部長及び副支部長は評議員会のメンバーとして出席する。 

5. 支部長は評議員会において支部の活動報告を行う。 

（附則）この細則は平成１７年７月２７日から施行する。 

        平成１８年５月２４日 改正  
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 役 員 
        相 談 役 代 表 副 代 表 会計監査 

坂﨑 誠一  色見 高司 
長谷川 博 徳留 和憲 大塚  司 

田代みゆき 

加藤  公彦 

事 務 局 長 事務局次長 会  計 会 員 管 理 書記・広報 活動報告集 ｼﾆｱｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞ 

吉田 和子 作田トキ子 益永 秀樹 

實取 弘一 
吉田 和子 
園田 恵美子
上村 文子 

田中千鶴子 

園田 律子 

眞田久美子 

高木 正三 

徳留 和憲 

吉田 和子 

加藤 公彦 
廣井   均 

本  部 部 長      副  部  長 担  当 

教 育 普 及 部 廣 井 均 大 塚 司   情報生活アドバイザー 

交 流 企 画 部 作田トキ子 遠藤 比済子 大田 米男 石橋義雄 村田隆一  田島恒男  井上利男 

保 健 福 祉 部 板井 八重子 長谷川 博 萩原 久美子 淵辺 利夫 福祉部メーリングメンバー 

ホ -ムペ -ジ部 筒井 英二    桑原 龍一 

 機 器 管 理 部 加藤 公彦 尾形 邦彦 橋本 求名生  本部・各支部機器管理担当 

 サ -バ -管理部 森 山  寛 長谷川 博 色見 高司 吉田 和子  

支 部 支 部 長 副 支 部 長 会 計 広 報 ＨＰ担当 

天 草 支 部 金澤 裕厳 吉永 繁敏  赤城 隆一 赤城 隆一  

黒 髪 支 部 實取 弘一 眞田久美子 
監査：田島 恒男 

  加倉井まゆ子 

森 久美子 

林  優美 

早瀬ひろみ 

村上  順子 
大場  百合子 
宮本  朱實 

永廣とも子   
大継 容子 
原田 恵子 

龍 田 支 部 野中 政輝 尾形 邦彦 
相談役:西原繁夫 

渡辺 勝也 

(機器)橋本求名生 

 荒木 章子 

 米本 松子 

 
中嶋 武雄 

 
野中 政輝 

俵 山 支 部 長谷川 博  長谷川 博 長谷川 博 長谷川 博 

水 俣 支 部 宮本 良郎 山本 恵子 森 輝 子 （岩本 敬子） 
山内 誠二 
（吉海 勝行) 
（岩本 敬子） 

岡井 節子
山内よしみ 

（上村つや子） 

嘉 島 支 部 安藤 實奈子 田中 一英 山田 久敬 吉田 和子 田中 一英 風間 壽子 

益 城 支 部  田 平 忠 (古賀ツタエ) 衛藤 シヅ子   

平 成 支 部 古賀 豊 
石橋 義雄  風間 壽子 

相談役：中尾 剛 
松浦 昭光 園田 律子 風間 壽子 

西 部 支 部 赤 澤 昇 大竹 凉子  

福田 徹志 
監査 井尻 
小川 

福田 徹志 中川 和子 

玉 名 支 部 野尻 邦生 岩瀬 清治 筒井 英二 岩瀬 清治 （宮本千代治） 筒井 英二 

八  代 支 部 浦口 耕也  (世話係)久保田 （小笹綾子） 監査(福原嘉子） 浦口 耕也 

学園大 支部 徳留 和憲 山口  伸   徳留 和憲  

阿蘇南郷支部 稲益 親義 本田 梅香  色見 信代 稲益 親義 稲益 親義 

花立 支部 高木 正三 色見 高司,山口 博子，城本 恵子 
廣田 邦子 
安田 由美 

山口博子 
城本恵子 高木 正三 

菊 陽 支 部 田中 成美 遠藤 比済子,前田 充彦 
遠藤 比済子 
田中 一好 井上 利男 桑原 龍一 

クラブ 部 長 副 部 長 会 計 広 報 ＨＰ担当 

囲碁 クラブ 中 村 寛 中 尾  剛  永井 直敏  中 尾 剛 

デジカメクラブ 井上 昭子 緒方 哲朗 講師:内田・緒方 大山 修子 井上 昭子 大山 修子 

釣 り ク ラ ブ 松村 勝博 古賀 豊、 前田 充彦  松村 勝博 松村 勝博 

ハ イ キ ン グ 野中 政輝 西尾 信一 大嶋 和子 
大嶋 和子 

吉永 キヨ子 
野中 政輝 野中 政輝 

立田山散策 
ク ラ ブ 三島 俊英 

 
   三島 俊英 眞田久美子 

ゴルフクラブ 前田 充彦 坂本 禮子 大田 米男  前田 充彦 作田トキ子 

パークゴルフ 澤田日出夫 眞田 久美子 
植田 早苗 
宮本 朱實 眞田 久美子 澤田 日出夫 林田 多恵子 

２０２１年度 熊本シニアネット組織図（案） 
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ＫＳＮ本部 熊本県上益城郡嘉島町上島 2198-1（103） ０９６-２８５-７２３０ 

01天 草 支 部 老人福祉 C、中央公民館、ＮＴＴ本渡、有明、栖本、倉岳、五和町の各サロン 

02黒 髪 支 部 熊本市中央区黒髪２丁目 済々黌前の「多士会館」内 

03龍 田 支 部 熊本市北区龍田弓削８６４－１ 特別養護老人ホーム「さわらび」内 

04俵 山 支 部 熊本県阿蘇郡西原村小森１７５５ 「ギャラリーあすーる」内 

05水 俣 支 部 水俣市浜町２-１０-２６ 「水俣市公民館」内 

06嘉 島 支 部 上益城郡嘉島町上仲間 151-1特別養護老人ホーム「悠優かしま」ふれあい交流室 

07益 城 支 部 上益城郡益城町木山２３６益城町情報交流館（ミナテラス）、田平忠様宅 

08平 成 支 部 
熊本市南区御幸木部１丁目 医療法人「桜十字病院」さくら館内、 

熊本市南区御幸笛田６丁目 御幸病院東館みゆきの里すこやかホール 

09西 部 支 部 熊本市西区城山大塘４丁目１-１５  社会福祉法人 三和荘内「まほろば館」 

10玉 名 支 部 玉名市岩崎１７３－１ 「玉名勤労青年ホーム」・２階会議室 

11八 代 支 部 八代市平山新町２６２７ 高専八代キャンパス、コミュニティーセンター 

12学園大 支部 熊本市中央区大江２丁目 熊本学園大学 １４号館３階Ｃ （１４３Ｃ教室） 

13阿蘇南郷支部 阿蘇郡高森町色見１１３５ 色見総合センター内 

14花 立 支 部 熊本市 

14菊 陽 支 部 熊本県菊池郡菊陽町久保田２５９８ 菊陽町中央公民館 

(２０２１年 4 月 1 日現在) 熊本県内に点在する熊本シニアネット 

07 益城支部 

03 龍田支部 

06 嘉島支部 

08 平成支部 

09 西部支部 

10 玉名支部 

11 八代支部 

05 水俣支部 

02 黒髪支部 

KSN 本部 

04 俵山支部 

13 阿蘇南郷支部 

01 天草支部

15 菊陽支部 

12 学園大支部 
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２０２０年度 熊本シニアネットの総括 

20年度の最大の出来事は「新型コロナの拡大」と「県南豪雨」がありました。 

熊本地震から 4年経ち、やっと復興したと思ったら 7月には県南豪雨が襲い、人吉市内、

八代市坂本地域、芦北田浦地域などは大変な被害でした。KSN 本部で緊急支援体制を立ち

上げ、被災会員の支援を急ぎました。会員さんから沢山の支援金と支援物資が寄せられ、

特に電化製品、中でも扇風機など多数を集め被災地へ送ることが出来ました。 

会員の皆様のつながりと支援に感謝します。（報告は別項に） 

 

1）コロナの影響で ZOOMを利用した工夫と活動が前進しました。 

 KSNでは新型コロナの影響で対面交流が出来なくなり、大打撃を受けました。 

「教育普及部関係」の本部講習で、少人数が本部で受講、あとは ZOOMでのオンライン学習

会を数多く開催しました。昼夜開催の試みもありました。お助け塾は警戒レベルが上がっ

て中断を余儀なくされたこともありました。 

ZOOM 教育で特筆すべきは、サップさんの自主講座で助けられた会員が多数いました。この

学習会で ZOOM操作に慣れ会全体に行き渡ることが出来ました。 

2）「交流関係」では直接対面は避けた「オンライン飲み会」が盛況でした。 

多くの参加で大きな飲み会を２回企画し、熊日新聞に掲載されました。それがきっかけと

なって NHK の全国放送に、それを見た他県からも入会へとつながりました。又、新入会員

歓迎交流会もオンラインでやりました。 

3）「保健福祉部」ではコロナ学習を中心にオンライン学習会で開催。 

7 月にアメリカワシントン D.C.の現地からの現況報告を企画。秋からは健康談議を 6 回実

施しました。ホームページ部門は要求に沿ったページ作りに頑張りました。 

4）「各支部（サロン）」では開催出来ず閉じたままや、特養などが出入り不可能になって中

断し他の施設を利用して活動を再開したり、ZOOMを併用した開催の努力をされたところも

ありました。「クラブ活動」は中断の部門もありましたが、中には ハイキングなど蜜を避

けての直接集合などの工夫をされていました。立田山散策クラブや、（サークル関係では）

ポールウォークやなどは外気を浴びて健康増進に励みました。このような状況下で支部、

クラブ、サークルの責任者の開催調整の苦労は大変だったかと思います。 

5）前年に続きパソコンからタブレットやスマホへの移行が進み、ICT を上手に活用しお互

いの持っている知恵を教え合う KSNの仲間の良い面が目立ちました。 

   

このように 20年度は様々な行事がオンラインとなりましたが、利点としては遠隔地の会

員が KSN行事に気軽に参加出来るようになったことでしょう。 
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２．令和２年度末の会員の状況（2021年 3月 31日現在） 

（1）会員の種別状況 1,818 名 
       

 

 

 

【【※欠番 21 を退会に含む】 

 (注 1) 正会員数は，当該年度(令和 2 年 4

月から 3年 3月)に会費納入した人数です。 

    (注 2)令和 3 年 3 月末日の最終会員番号は

1839番、退会及び逝去者は、653 名（含欠番 21）となりました。 

令和２年度末(2021年 3 月 31日)の在籍会員は、1,186名です。 

     

(2) 年度別正会員の推移 (単位:人数)  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

※ 正会員数のピークは、平成 23年度の 562名でした。 
 

(3) 令和２年度新規入会者の状況             ◇男女別入会者数      

今年度の新規入会者は 20 名と更に低調で、その内訳 

は、男性 10 名(50％)、女性 10 名(50％)でした。 

正会員は 16 名（80%）、メール会員 4 名(20%）で 

居住地は、北海道・新潟・福岡と多岐に及びました。 

◇居住地区別  

 熊本市 阿蘇 菊池郡 玉名 上益城 山鹿市 合志市 県外 合 計 

令和 2 11 - 1 - - - 4 4 20 

令和１ 23 1 1 1 1 1 - 
- 

28 

正会員（注 1）  378名 

メール会員  808名 

退会及び逝去者 ※  653名 

計（注 2） 1,839名 

 令和 2 令和元 

男性 10 名 13 名 

女性 10 名 15 名 

合計 20 名 28 名 
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(4)  令和２年度末の会員居住地区別会員数 （熊本県内 1,092 名）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5)  令和２年度末の県外居住地区別会員の内訳 94 名  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 会員の年齢別分布 (1,186 名)（※47 名は未申告） 
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３． その他のメーリングの運営状況 

ＫＳＮの運営を支えるＫＳＮメインメーリングは、熊本学園大学のご厚意により創立以

来 20 年以上継続してＭＬサーバーを利用させて頂いています。 

このメインメールの他、下記 11 件のメーリングがあります。その中の、2～11 は有料

のメーリングで、12 の保健福祉医療部 ML については個人 ML を利用しています。 

参加 ML は行事ごとに立ち上げて参加者等の把握をしています。 

災害支援 ML は豪雨災害を受けての急遽立上げで 被災者の支援に努めました。 

シニアネット運営の要となっているのは 運営委員会 Job-ML の 80 名配信です。 IT リ

ーダ講習を受講してアドバイザーとなった人々が参加するＰＣアドバイザーの ML は 96 

名配信の大人数で教育普及部と連動しています。   

 

 メーリング配信状況 

メーリングの名称 配信者数 メールアドレス 

1.KSN メインメール 797配信 ksn@fml.kumagaku.ac.jp 

2.KSN のんびりメール 112配信 nonbiri@ml.ksn.sub.jp 

3.執行委員メール  32配信 shikkou@ml.ksn 

.sub.jp 4.評議委員メール（Job）  71配信 job@ml.ksn.sub.jp 

5.アドバイザーメール（PC） 96配信 pc＠ml.ksn.sub.jp 

6.参加メール（催事） 15配信 sanka@ml.ksn.sub.jp 

7.事務局メール（ＨＰから問合せ） 10配信 jimukyoku@ml.ksn.sub.jp 

8.活動報告集メール 8配信 katu-hou@ml.ksn.sub.jp 

9.2020 災害支援メール 9配信 2020-sien@ml.ksn.sub.jp 

10.会計連絡用メール 7配信 ksnkaikei@ml.ksn.sub.jp 

11.BHN 熊本支部メール  14配信  bhn_kumamoto@ml.ksn.sub.jp 

 

 

12.福祉部 ML 32配信 azul_fukusi@ml-a.sub.jp 

７． サロン以外の活動組織 

ＫＳＮの仲間が熊本県下でパソコン等の指導を中心に交流の場を開いています。 

名 称 場 所 等 回数 担 当 者 

1.山都町シニアネット交流会 山都町中央公民館 月 2回 大塚司,坂本陽子(吉永ゆう子,山本峰夫） 

2.東部公民館パソコン入門 東部公民館 月 2回 加藤公彦，徳留和憲、吉田和子他 

3.ホームﾍﾟーｼﾞを楽しむ会 本部・西部支部 月 1回 中川和子他 

4.御船町パソコン何でも相談室 御船町カルチャーセンター 月 2回 廣井 均、（吉永ゆう子）、（本田三十六）他 

5.三角パソコン教室 三角町 月 6回 中村悦子 

6.合志パソコン交流会 人権ふれあいセンター 月 4回 井本幸夫 

7.北部公民館パソコン教室 北部公民館東分館 随 時 色見高司、尾形邦彦、井嶌都他 

8.スマホタブレット同好会  ＫＳＮ本部他 月 1回 スマホタブレットアドバイザー 
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２０２１年度 熊本シニアネットの展望 

２０２０年度は 7月の熊本県南豪雨水害で人吉芦北球磨方面は大打撃を受けました。 
又、東京五輪・パラリンピックを控える中。「新型コロナウィルス」がいまだに世界中で猛
威を振るっています。何時、終息を迎えられるか混沌とした状態です。引き続き「不要不
急」の外出や「３密」を避け自粛生活をして頂くことになります。 
一方、熊本地震から５年目を迎え、復興も順調に進んでいますが、仮設住宅やみなし仮

設から新築された自宅や復興住宅へ移住された方もありました。しかし未だに不自由な生
活をされている方も多くあります。また災害支援目的のＮＰＯ法人ＢＨＮへ参加された１
３名の会員によって４年後の今もＩＣＴ支援が継続していることは住民を力づけています。
この試練を経験してＫＳＮでは次の災害に備える学習や準備を進めないといけません。ま
たＫＳＮ本来の目標である「孤独な高齢者をなくす」という第一の理念を地域でのＩＣＴ
普及や支部の活動、クラブ活動でも基軸として進めていきたいものです。 

 
２０２１年度も熊本シニアネットらしい活動をやっていきましょう。  

 
（１）ＫＳＮの会員の高齢化に伴い要求が変化しています。周囲の情勢や家族より車の 

免許の返納を迫られ、行動範囲が狭まる方が最近増えています。交通手段の確保が
大切になってきました。熊本市内ではさくらカードという便利な制度があります。
熊本シニアネットではこのカードの動向に気を配っていきましょう。 

なるべく交流会や全体学習の機会は公共交通機関がある場所で企画しましょう。 
 

（２）パソコンからタブレットやスマホへの移行が進んでいます。本部講習や支部の勉強
会でも頻繁にタブレット・スマホの講習の機会を持ちましょう。危険なアプリや 
危険な場面（詐欺）サイトなどの学習も含めましょう。 
すぐにやってくる２０２０年の課題は Windows7 のフォローが絶たれ、混乱が生じ 
ることで、Windows10 へのバージョンアップや新機購入の相談が相次ぐかもしれま
せん。的確な情報で、混乱なく移行できるようサポート体制を強めます。 
 

（３）独居の方にとって、コミュニケーション相手が重要です。交流会やサロン、クラブ、
同好会などで誘い出して話し相手になりましょう。歩いていける場所にサロンを作
ろうという構想ですすんできましたが、サロン運営の大変さもあってなかなか実現
出来ていません。近隣会員を大切にした交流を行ってＳＯＳが出せる関係構築や意
欲低下を起こさないように会員同士の絆を深めましょう。 
 

（４）多様な生き方・人生を尊重しよう。 
生き方も人それぞれ、他人のためにと仕事に生きがいを感じる人生もあります。
その中に就労という手段もあります。熊本県・東大主体の熊本版 GBER と協働して
高齢者の暮らし方の支援・ＧＢＥＲアプリの操作支援を視野に入れて協力してい
きます。 
 

（５）人生を豊かに楽しいものへ 
住み慣れた場所で自分らしい生き方を最期まで続けたいものです。日常生活を続
けるための方法、人生の後始末をして穏やかに逝く方法なども学んでいきましょ
う。 
 

（５）パソコンやメールが出来なくなった方向けの紙媒体の「ＫＳＮだより」を、毎月 
発行を継続します。サロンなどで打ち出して渡して頂くとパソコンなしでもＫＳＮ
全体の活動を知ることが出来ます。どうぞずっ 
とＫＳＮの仲間でいてください。 
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【教育普及部】 

 シニア世代が社会と緊密な関係を作り、豊富な情報を絶えず得て自己啓発や趣味などを

通じ健康で快適な生活を維持するため、教育普及部の活動を実施しております。  

 パソコンを使用し文書や会計書を作成したり、電子メールの交信やホームページなどで

多くの仲間と情報交換したり、インターネットから情報を得てショッピングや旅行に役立

てたり、あるいは様々なイベントに参加し楽しく生活する方法を、共に学び共に教え合っ

ています。 

 また、スマホ・タブレットも、パソコンに準じた利用が出来ることから、その利用普及

にも取り組んでおります。 

なお、新型コロナ・ウィルスの感染予防のため、２０２０年３月から５月まで教育普及部

の活動をすべて休止しました。６月からアドバイザー会議を再開。７月からＺｏｏｍ 

によるオンライン利用を開始。８月から本部講習を再開、９月からお助け塾を再開。 

２０２１年度もＺｏｏｍの利用を続け、いずれ新型コロナ・ウィルスの脅威が無くなって

からも対面活動と併用し、遠隔地とオンラインで活動を共有したいと考えております。 

 

＜２０２０年度活動報告＞ 

１. アドバイザー会議 

   毎月第二月曜日、本部事務所で開催し、Ｚｏｏｍによる出席者と共に活動内容を協議

決定しました。 

   前年度３月から２０２０年度 5 月までは、新型コロナ・ウィルス対策のため休止。 

２. 本部講習 

   ７月まで休止。８月から１０回開催し、受講者は延２３３名でした。 

   Ｚｏｏｍ利用により１回あたりの受講者が約２倍に増えました。  

３.  お助け塾 

  ９月初旬から１月初旬まで原則として毎月３回（１０日、２０日、３０日）開催し、

合計１２回開催しました。前年度に較べ１９回減少。   

４.  グループ勉強会 

    アドバイザーが次の４グループに分かれ、勉強会を毎月 1 回の目標で開催しました。 

   ウインドウズ・メール・・・・・Windows 10 およびメールの使い方 

   スマホ・タブレット・・・・・・スマホとタブレットの使い方  

   オフィス・・・・・・・・・・・ワード、エクセル、パワーポイントの使い方 

2０2１年度の主な活動報告と２０２２年度の活動計画 
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   ブログ・ホームページ・・・・・ブログとホームページの作り方 

５.  アドバイザー養成講習 

    パソコンのアドバイザー認定更新講習はコロナにより自主学習に変更。３０名が更新。 

   スマホ・タブレットのアドバイザーおよびマスター養成講習はグループ勉強会として

実施しました。 

 

＜２０２１年度活動計画＞ 

１. アドバイザー会議 

   毎月第二月曜日に開催します。 

  出席率の向上が課題。 

２. 本部講習 

   毎月 1 回以上の開催を計画します。 

３. お助け塾 

  毎月３回（１０日、２０日、３０日）開催します。 

４. グループ勉強会 

   ４グループに分かれ勉強会を毎月 1 回の目標で開催します。   

５. アドバイザー養成講習 

   パソコンのアドバイザー養成講習と認定更新講習の実施を検討します。 

  スマホ・タブレットのアドバイザー養成講習を兼ね受講者を募集します。 

6. その他の活動 

  熊本市東部公民館開催の講習を含め外部依頼講習にも取り組みます。 

 す。  

 

【交流企画部】 

第 22 回の総会もなく、懇親会もありませんでした。 

 

 

 

 

令和 2年 10月 20日 新入会員歓迎交流会 
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＜２０２０度活動報告＞ 

令和２年１０月２０日２０時より 新入会員歓迎交流会 
今年はコロナ禍で ZOOMにて、「ＫＳＮ 新人歓迎交流会」を行いました。 

チャコちゃんの名司会でスタートしまして、交流部長の挨拶に始まり、昨年の祝舞(みなち

ゃん、オリーブさん、ときまま)ビデオで披露、各自の飲み物で乾杯。 

新人さんの自己紹介、笑いヨガ、オカリナ演奏等… 

ZOOM も慣れない中、お陰様で５２名の参加を頂きました。ありがとうございました〜 

ＫＳＮ大観桜会 コロナ禍がまだまだ収束しませんので、残念ながら中止となりました。 

【保健福祉部】 

＜活動の概要＞ 2020年度は新型コロナの影響で直接の交流ができなかったことが一番の

困難だった。反面、ZOOMソフトを使い遠隔での飲み会や談義が増加して、普段より会話が

多くなった。前年度(2019 年)までは福祉部夏の交流会、忘年会と 2 回の直接交流に加え、

秋には俵山文化祭も俵山サロンとの共催で実施したのだが、20年度はそれらの実施が不可

能になった。それで、福祉部だからできることとして新型コロナの学習会を中心課題に据

えることにした。さらに外出できない高齢者を一人ぼっちにしないための交流方法を遠隔

利用で模索した。その結果、KSN 全体を対象の遠隔飲み会を 2 回、談義の中も含めてコロ

ナ関係学習会を 4 回実施（手始めの 7 月 5 日はアメリカのコロナ事情を現地から報告して

貰った）、なお前半の 7～9月は洪水被災者支援で手薄になり、10月に福祉部全体会議（オ

ンライン）を持って後半の方針を決め、健康談議を 6 回行った。オンラインなので遠隔の

人ともつながり、時間を共有し、これまでにない回数の勉強会や談義ができた。新型コロ

ナで直接会えないことを逆手に取った活動実績になった。談義参加は延べ 105 名の方に参

加してもらうことができた。 

＜2020 年度 福祉部主催での取り組みを振り返って＞ 

① 5月 20日 第一回オンライン飲み会・ZOOM交流（サップさん支援）参加 

・熊日新聞で掲載 （後に NHK全国放送②が本番につながった。） 

 

 

 

 

 

 

 

http://azul.sub.jp/allKSNarchives/May24kumanichi2020.pdf 
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②6月 13日 第二回オンライン飲み会実施（KSN全体の協力・サップさん支援） 

http://azul.sub.jp/allKSNarchives/memoofksn/NHK20200626.mp4 

③7月 5日 第 1回新型コロナ学習会「ワシントン D.C.からの報告」市原さん● 

④  9月 11日発信「健康談議を Zoomでやってみよう」と提案 

⑤10月 1日：福祉部全体会議（Zoom） 参加 10名欠席届 2名で、健康談議開催を決定。 

⑥10月 15日；第一回健康談議「あなたの身におきたコロナ禍で変わったこと」● 

・ワシントン D.C.からの補講（市原さん）＋各人体験交流 18 名参加  

⑦11月 14日：第二回健康談議「私の健康法紹介」14 名参加 

⑧12月 12日：第三回健康談議「冬の乗り越えかた」各人の対策紹介 13名参加 

⑨1月 16日：第四回健康談議[コロナ診療 医療者の体験から」板井部長 22 名参加● 

 

 

 

 

 

 

⑩2月 20日：第五回健康談議「健康に関する呼吸と笑いについて」元田さん 15名参加 

⑪3月 13日：第六回健康談議「コロナ禍 どんな気持ちですか」赤星さん 23 名参加 

http://azul.sub.jp/allKSNarchives/memoofksn/dangi6kokoro.mp4 

 ↑クリックされてご覧下さい（動画のみ） 

 

●いくつかの報告（pdf文書や動画）は各種行事記録にあります。 

（会員のみアクセス可能ユーザー＝ksn パスワード＝103） 

を参照ください。↓ 

http://azul.sub.jp/allKSNarchives/memoofksn/index.html 
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＜2021 年度の方針＞ 

早期に新型コロナ騒動が収まって直接交流ができることを信じ 2021 年度は 20 年度の経験

を積み重ねていきたい。オンライン交流を主体に健康談議の継続。新型コロナの最新事情

の KSN 全体への情報提供、全体学習会の機会も作りながら、この新型コロナ感染収束後の

対面での部員交流会や、俵山文化祭、歌う会などが復活できることを期待して、いましば

らく辛抱し、今後も KSNと一体になって保健福祉部の活動をすすめていきます。 

 

＜福祉部役員体制＞ 

現行のまま 板井部長 副部長（淵辺、萩原、長谷川） 連絡係 長谷川 

（年度途中での変更もありえます） 

 

 

【ホームページ部】 

 ホームページ部の活動は、ＫＳＮのホームページ全体の管理と、更新を行っています。 

 

＜２０２０年度の活動＞ 

当初予定していたホームページ部の部として運営の再構築を継続し、部として機能する

ような運用の見直しを引きつづき図ることができませんでした。 

 

できなかった事：（２０２０年度に予定して活動） 

１．本部情報の刷新 

２．ＫＳＮ会員のブログ、ホームページリンクなど会員紹介ページの再募集 

３．ホームページを部として再建する。 

 

実施したこと： 

・年度更新に伴う内容の更新 

・不具合対応（一部未完） 

 

課題： 

2015 年から行った KSN ホームページの全面リニューアルから、５年経過しました。 

随時メンテンス行っていますが、サーバプログラム等の進化で古いプログラムとの相性が

悪くてエラーを起こす等の不具合も発生することがあります。小手先の対処では不具合が

解消できないこともあり、一部対応をお待たせしている部分があります。 

 

 

＜２０２１年度の活動計画＞ 
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１．ホームページサーバ環境の整備 

サーバで使用している古いプログラムをメンテナンスして、現状のサーバ環境に適

合させ、ホームページの不具合を根本的に改善する。 

２．新サーバへの移行 

追加費用無しに、より高性能なサーバに移行できますので、エラー対策を完了後にサ

ーバ移設をする。サーバ移行時に 24 時間程度、ホームページの更新を制限しますので

ご協力お願いします。 

３．本部情報の刷新 

古くなった本部情報を刷新して、内容を１から見直します。 

４．ＫＳＮ会員のブログ、ホームページリンクなど会員紹介ページの再募集 

会員リンクを新たに募集して、リンクページを刷新します。 

また、ホームページを介した会員交流の方法について試したい。 

 

部としての再構築は、次年度以降に持ち越しとします。 

 

【機器管理部】 

機器管理部の活動は、パソコンの管理、パソコンメンテナンス方法の講習などを行って 

おり IT 関連の技術向上のため、メンバーで日々努力を行っております。 

    ２０２０年度活動報告は 新型コロナウイルス関係で、今年度の活動が出来なかった 

パソコンメンテナンス、方法の講習などの他、スキルアップの勉強会等々蜜に面会が出

来ない為に余り行れなかった 

１．ＫＳＮ会員向け相談窓口について   （主旨）パソコンの思いもよらないトラブル

が発生し、お困りの方を支援するために機器管理部では（対象者）ＫＳＮ正会員を 

対象に（専門店による技術サポート）     ＫＳＮ熊本シニアネットは２０１５年から 

「パソコン工房熊本店」のご協力のもとに下記のような特典付きのサービスを実施 

しています。 パソコンの調子がよくない又はパソコンについて何か心配な方は、 

下記のパソコン専門店にご相談ください。  

「パソコン工房熊本店」  

  内容：会員証持参されたら特典あります, なおパソコン工房へ来店できない方は 

宅急便での修理対応が可能です。  詳しくはパソコン工房にお問い合わせください。     

営業時間：１１時～１９時３０分  

  

２．機器管理部相談実績 ・Windows10 のバージョンアップの件で対応を行った。  

    特に Windows 7 の 2020 年 1 月 14 日、マイクロソフトサポート終了に伴い 

  Windows 10 にグレードアップ希望者などやパソコンの買換え相談が多かった。 

  それに、Windows 10 のグレート UP 今は、バージョン 202H が最新データで１年に 

  ２回のバージョン更新があり会員の相談が多かった 

３．パソコン等の管理本部・支部のパソコン等の台数を備品管理台帳にて、照合を行った。  

４．機器管理部相談 （１）新技術への対応 （２）パソコンの動作が遅い、SSD に変更 
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（３）その他Windows10のバージョンアップ（Ver1709,1803,1809,1909,2004）20H2）

等  実施必要に応じ行った。 

５．お助け塾への必要に応じての対応を行った.。 

６．熊本地震後の各地の仮設住宅・復興住宅支援への対応、県内各地の仮設住宅や復興住

宅の団地、集会所などに設置したパソコン、プリンター、Wi-Fi 機器の巡回点検の実

施作業を行った。 

７．２０２０年度末の設備管理状況 

     パソコン（ノート）１台  プリンター   １台    プロジェクター    ３台  

    スクリーン        ２台    無線 LAN 親機  １台 

 ２０２１年度 活動目標 

 １．昨年同様、充実を図ります  ２．本部講習へのズーム講習対応必要に応じ行います 

３．お助け塾への対応、必要に応じ行います 

４．各地の水害仮設住宅・復興住宅集会所への対応等、引き続き実施いたします  

 ５．機器管理部員の勉強会の実施、引き続き部員のスキルアップのための勉強会を実施 

します。 

 

 

【サーバー管理部】 

2020年度サーバー部門総括 

＜サーバー管理部体制について＞    ＊ML=メーリングリストのことです 

 ・メイン ML（熊本学園大学のご協力による ML サーバーに利用） 

    部長 森山 寛   部員 長谷川 博 

 ・のんびり ML（Lolipop(有料)を利用） 

    部員 色見 高司  部員 吉田 和子 

 

□登録数 メイン ML：797 件  のんびり ML（112 件） 

・一般的に KSN加入時はメイン ML で登録されます。 

・メール初心者やメール数が多過ぎると思われる場合は、事務局への申し出によりのんび

り ML へ登録変更しています。サロンやクラブの広報関係では「円滑に情報発信」するた

めにその両方に重複登録されています。  

メイン ML 合 計  のんびり ML 合 計 

配信中＊1 710  配信中 105 

停止中 87  停止中 7 

合計登録 797  合計登録 112 

＊1：サーバー管理でのモニター用なども含んだ数。本人申し出のないままの無効アドレ

スは除外しています。 

＊2：メイン MLは入会時に登録される基本メーリングです。のんびり MLはメーリング参

加初心者で、メールの送受信に自信が無くメールが多すぎて困るという方向けのお知

らせ中心のメーリングです。（可能であればメイン ML参加を推奨します） 
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＜2020年度メーリング投稿数の推移について＞

 
 メーリング投稿数は KSNの活動のバロメーター（指標）としてみてきましたが、2020

年度の年間投稿数は前年に比較してメイン MLが 570 件減、のんびり MLが 451 件の減で推

移しました。これには新型コロナによる影響を含め、会員のパソコン離れなど様々な影響

もあるのでしょう。 

・2020年度投稿の特徴： 

メインメールで投稿数が最多を記録したのは、7 月の 138 件、次いで 4 月の 136 件でし

た。例年は 5月は総会、そして 11月は新入会員歓迎会など KSNの大きな行事のある月に重

なって増加するのですが、20 年度はコロナウィルスで対面行事がないために例年と異なる

推移になりました。投稿が少ないのは 2 月で 71 件でした。これは昨年同月ののんびり ML

（19 年は 84 件）の投稿数より少ない結果で、思わぬ低調な活動になってしまった様子で

す。2020 年度のメイン ML 投稿数は 1 日平均 3.6 通でした。昔はメールが多すぎるという

苦情があったのですが、今昔を感じます。 

 

＜この数年の比較について＞ 
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年度 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 前年比 

メイン 3161 2663 2545 2089 2089 2032 1894 1324 -570 

のんびり 1318 1386 1311 1056 1056 1279 1187 736 -451 

 

メイン ML で投稿数を比較すると、2013 年度以前は 3,000 通を超える投稿数で賑わってい

ました。それが熊本地震の起きた 2014 年度は 2,663 通と 498 通の減少があり、その後は、

2,000 通前半台が続いていたのですが、2019 年度以降は、さらに 1,000 通台に減り、2000

年度は前年比 570通 減少しています。 

その原因として、パソコンでから気軽に携帯出来るスマホ・タブレットに取って変わっ

てしまい、仲間同士の連絡手段として LINE,FACEBOOK などの SNS へ移行している傾向が見

られます。一昨年のアンケートでも「メーリングがお知らせばかりになって魅力がなくな

った」という結果もあり、メール離れの一因になっています。 

逆にメーリングを見直す事態も起こりました。7 月の県南豪雨でも災害時の支援情報な

どはメーリングの有用性を確認したところです。メーリングを見た会員さんから義援金や

支援物資が被災地の会員へ送られました。 

今後は、日常的には、知らないこと、楽しいことを教え合う便利ツールとしてのメール

機能を復活させましょう。KSN メーリングでは、会員を気にかけ、読み手を明るくする楽し

い話題の投稿に期待します。特に 4 月 1 日のエープリールフールの日のメールなども楽し

みたいものです。 

 

 

 

＜KSN メールに期待すること＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① メールアドレスの変項は、KSNのホームページからお願いします。アドレス変更には会

員管理部門が会員台帳のアドレスを書き換える必要があります。それと依頼された新ア

ドレスが有効なものかを確認する必要があります 

② それが終わって、はじめて、メーリングサーバーのアドレスをサーバー委員が書き換え

します。またアドレス変更の際は、加入 ML の区分（メイン orのんびり）を指示してく
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ださい。役員の皆様は執行委員会や評議委員会の専用メーリングの変更も同時に行って

ください。KSNホームページ https://ksnweb.org/ から 

アドレス変更 https://ksnweb.org/script/mailform/henkou-email/ 

 

③ メーリングの一時停止も、ホームページの「問い合わせ」をご利用ください。 

必ず参加区分（メインまたはのんびり）を伝えてください 

 https://ksnweb.org/script/mailform/toiawase/ 

④  配信再開についても上記同様です。 

ただ②、③についてはメーリング上で件名に 「配信停止または配信再開希望」と書い

て頂ければサーバー委員が気づいた時点で実行します。 

⑤ メーリングの停止、配信は予約できません。必要な時に発信してください。 

⑥ 投稿はテキスト形式でお願いします。添付はおやめください。 

＊メイン ML ではサーバーによりカットされ、通過できない設定ですが、特にのんびり

ML はその防護がないので徹底してください。間違ってウィルスでも添付されると大変

な被害をもたらします。メール投稿の際はメールソフトの「書式」で「テキスト形式」

にチェックを入れてお書きください。それにパソコンには市販のウィルス対策ソフトを

導入し最新のアップデートをお忘れなく。 

⑦ メーリングは参加者が楽しめるもの、有益な情報をお待ちします。 

他人への誹謗中傷は周囲を不愉快にしますので、おやめください。 

その他の注意事項は入会時の案内に書かれていますので時々ご覧ください。 

⑧ メールの使い方などは、初心者向け本部講習やサロンでの勉強会に期待します。 
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天草支部 
 本年度はコロナ禍の中で孤独になりがちな高齢者をできるだけ孤独にしない工夫が必要だ

と考えました。このような環境下でこそ、ＩＴを活用したコミュニケーションＩＣＴの運用が

大切になってきます。そこで天草支部としては従来行ってきたパソコン教室も県や市からの

情報に従って、三密にならないようにしながら天草市教育委員会・本渡地区公民館などと相談

しながら、対策を入れた中での開催になりました。その他では昨年報告をしました天草全島の

老人会、婦人会と社会福祉協議会の協力により、みんなが助け合いながら安心安全に暮らす幸

せな地域づくりを目指して『スマートカレッジ』を７月７日に故中村五木市長をお招きして開

会式を行いました。市長挨拶で、「本来であれば行政が行わなければならないところをやって

いただいて行政としても大いに支援をしていくつもりです」と力強く激励してくださいまし

た。 

シニア層は子どもやお孫さんから「ガラケーは間もなく使えなくなるからスマホに変えた

ら」といわれたので変えたとか、変えようと思っていると聞くようになりました。政府も高齢

者のスマホ難民をつくらないようにとスローガンが掲げられています。吉永繁敏副支部長（兼

地域の老人クラブ会長、天草市老人クラブ事務局長）をスマートカレッジ学長に、支部長の金

澤裕巖が副学長で、天草の FM 放送『みつばちラジオ』のパーソナリティの山口誠治さんを

事務局長として運営を開始しました。こちらも密を避けるために少人数グループにしながら

上天草の大矢野校、苓北町の坂瀬川校など六カ所の分校と本渡の本校を作り１回／週（（２時

間／回）×１０回（３ヵ月単位））で開始しています。分校にはそれぞれ校長と事務局（老人

会長代表や婦人会長など）がいます。講座の内容は単に講師からの一方的な教えではなく、学

生同士の教え合い、助け合いが主になることによって楽しい仲間づくりを目指しています。

Line にトークルームを作り、日常での楽しい会話や情報交換を実施します。さらに大事なこ

とは日常の小さな助け合いや災害情報の交換や非常時に活用できる位置情報などを取り入れ

ています。また、三大キャリアとも機種選定などについて特別な条件をお願いして推薦してい

ただいています。３月３０日には終了式を『スマートカレッジの集い』と銘打って、馬場昭治

市長に本校に出席していただき、７ヶ所のリモート会場で実施しました。 

 

 

活動報告 

★天草の各地域サロンは、地域サロン長のコロ 

ナ禍を避けながらの活動で実施されてきました。 

本渡南コミセンでは山口亮地域サロン長が、倉岳 

支所棚底コミセンでは高田尊徳地域サロン長が、 

本渡地区公民館では赤城隆一地域サロン長が工夫しながら活動しています。 

★行政との協働活動については：講師＆補助者（情報アドバイザー全員）で開催。本年度はコ

ロナ禍で、本渡地区公民館（ケーブルテレビ、天草市ＨＰで募集）高齢者エクセル講座 20 名

／コース ６日間／コース（３時間／日）だけを実施しました。 



- 33 - 

 

黒髪支部 
支部設立は・・平成 13 年 6 月設立で、既に 1９周年を迎えました。 

サロンの場所は・・コロナを逃れて濟々黌高校前の多士会館から清水公民館に移して活動し

ています。 

 日時は・・・・毎月の第二水曜日、第四水曜日 いずれも 13：３0～16：00 

駐車場は・・清水公民館の駐車場を利用します。 

 コロナ騒動で、やっと見付けた公民館も活動出来たり、中止になったりの繰り返し。 落

ち着いたら、又多士会館に戻る予定。 

ＫＳＮ本部の講座を受けて理解できる方は、そちらにお任せするとして、そこまでに至ら

ない方、もう少し突っ込んでみたい方のフォローをします。 

シニア生活を ちょっとでも豊かに、便利にする為のサロンにしようと、皆で考えてゆき

ます。「青春とは 心の若さである」 

黒髪支部のホームページ  http://kurokami-saron.jimdo.com/ 

全員に役割を分担し、全員参加型のサロンにする。 

支部長： 實取弘一       副支部長：眞田久美子 

会計：  森久美子 林優美 早瀬ひろみ  

会計監査：田島恒男 加倉井まゆ子 

ＨＰ担当：永廣とも子 大継容子 原田恵子 

広報企画：村上順子 大場百合子 宮本朱實 

 

「令和２年度の活動報告」 

濟々黌高校前の多士会館は在校生が自習の場として使っており、学生へのコロナ感染を

避ける為に、離れて、清水公民館を利用することにした。 

サロン再開に漕ぎ着けたと思ったら、又中止の連絡。中々、腰の据わった活動が出来なか

った。皆が集まった時に勉強したｚｏｏｍを使ったテレワークの手法が自粛期間に活かせ

た。テレワークでも、サロンのメンバーの顔が見られ励みになるがテレワークで集まって

も、講座を継続して進めるのは困難。 

サロンでは８名前後が集合し、先ずは安否確認から始まります。 

●活動スケジュールを立てたものの、自粛の前に実行までには至らなかった。 

●「野外授業」 海外旅行の案も中止せざるを得なかった。 

秋には「みかん狩り」で、ボランテイア活動をしました。 

 ●新年会、暑気払い、忘年会 も活動中止となりました。 

「令和３年度の活動方針」 

 ・海外に出かけ、「大人の修学旅行」を企画し、見聞を拡める 

 ・photo 自分史の作成にチャレンジし、自分の半生を見つめ直す。 

・健康麻雀、トランプ等の GAMEing を通して、会員間の親睦を図る。 

・野外に出て、思い出作り、ビデオ作品作りを行う。・・・皆が編集長！ 

「新たなＯＵＴＤＯＯＲを企画し、テニス、卓球等を交えて、楽しむ」 
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龍田支部 
みんなが教えたり教えられたり、パソコンの勉強しながら仲間の輪を広げ、楽しく語り合う

場所の龍田サロンです。 

龍田サロンにはソフトにもメカにも超詳しい人が大勢いて、何を聞いてもすかさずアドバ

イスしてくれますし、辛抱強く指導してくれます。更にはパソコンだけでなくＫＳＮの特徴で

もあるオフ会についても頼りになるベテランがいます。 

そのような龍田支部も２００１年に開設して本年は２０年目になります。 

龍田支部は、前年度までは特別養護老人ホーム「さわらび」様のご厚意により地域交流スペ

ースでインターネット回線を含み無償で使用させてもらっていました。ところが令和２年２

月後半から新型コロナウイルスの影響で使用できなくなりましたので、６月まではサロン活

動を休止しました。 

７月から「パークドーム熊本」の会議室を借りて龍田サロンを復活しました。会場が借用で

きなかった例会日には、各自自宅から Zoom ミーティングに参加する方法でサロンを開催し

ました。 

 毎月第２・第３・第４木曜日を例会として活動しています。例会日には自分が習いたいこ

と・教えたいこと・話し合いたいこと等を持ち寄って楽しく過ごします。テーマも統一して

おりませんし、座席数には制限がありますが、座席も自由です。駐車場も十分あります。多

数の皆さんのお越しをお待ちしています。 

 

令和３年度 運営スタッフ 

サロン長：野中 政輝、副サロン長：尾形 邦彦、副サロン長：中嶋 武雄       

機器担当：橋本 求名生、広報担当：中嶋 武雄、HP 担当：野中 政輝                  

会計担当：荒木 章子・米本 松子、相談役：西原 繁夫         

 細部活動状況 

サロン開催：平均１９人/回、 

   月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

回  数 0 0 0 2 2 3 2 2 2 0 0 2 15 

参加者 0 0 0 36 36 64 41 39 35 0 0 30 281 

Zoom ミーティングによるサロン参加：平均１０人/回 

   月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

回  数 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 2 0 6 

参加者 0 0 0 0 0 0 0 14 10 14 23 1 62 

 

龍田支部…ホームページ http://tatsuda.ksnweb.org/ksn2/index.html 

     ブログ（龍田サロン便り）・・・ http://tatuda2.exblog.jp/ 
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俵山支部 
支部設立は・・2003 年 4 月設立で、18 年になります。特徴は自然を利用したサロン行事

です。過去のサロン行事は http://azul.sub.jp/ にあります。（参照ください） 

 

「2020 年度の活動報告」 

20 年度は新型コロナの影響で春夏秋の 3 回のサロンを秋の芋焼きサロン（11 月 20 日）の

1 回にまとめました。外気に触れ、枯れ葉を集め、火をつけて疫病退散を願いながらこん

がり焼けた焼き芋を皆で頬張りました。いつもは保健福祉部と共催の俵山文化祭も第 9 回

（2019 年秋）のあと第 10 回が開催できなかったことは大変残念でした。 （会場＝西原

村小森 1755 ギャラリーカフェ AZUL） 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「2021 年度の活動方針」 

・コロナの状況がレベル 2 になるとサロ

ンを開催します。秋の焼き芋サロンも実

施予定です。文化祭も情勢を見ながら開

催を検討します。今年もよろしくお願い

します。 

 






















